
 

考えることを楽しむ中部っ子に 

教頭  横山  恵 

「暑さでちょっと疲れ気味の脳に刺激を・・・」と思い、授業前にクイズを出してみたところ、子供

たちが想像以上に夢中になりました。真剣に答えを考える子供たちの表情は、とても生き生きして

います。なかなか答えが出ないときは、「残念。みんな分からないみたいだから・・・」と答えを言

いかけると、「ダメ！待って！もう少し考えたい！」と、子供たちは諦めません。最近は、「先生、今日

のクイズは、何？！」と、子供たちからクイズを求めてきます。 

なぜ、クイズがこれほどにも子供たちの興味を引きつけるのかと思い、クイズの魅力を調べてみ

ました。 

 

 

 

 

と、ありました。こうした魅力は、授業づくりのヒントにな

ります。知的好奇心を刺激することで、子供たちのモチ

ベーションが高まり、思わず自分の考えを伝えたくなる。

そうした授業を仕組むことで、子供同士の考えが交流

し、学びの深まりにつながると考えます。 

校長室入口のクイズコーナーで、子供たちが楽しそう

にクイズを解いています。日常にある不思議に気付き、

考えることを楽しむ中部っ子の意欲を、これからも支えて

いきたいと思います。  
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10月２日（木） 就学時健康診断 ２３日（木） 委員会活動 

９日（木） クラブ活動 ２４日（金） １・２年校外学習 

１６日（木） ステージ発表鑑賞会、クラブ活動 ２７日（月） ６年校外学習 

１８日（土） 学習発表会 ３０日（木） 
持久走記録会 

委員会活動、アルミ缶回収 

２０日（月） 振替休業日 ３１日（金） 
持久走記録会（予備日） 

アルミ缶回収 

ホームページ 

１０月の行事予定 

①「正解したときの喜び」「知識が増える面白さ」「ゲーム性による競争心と達成感」があり、

好奇心を刺激する。 

②脳の活性化を促し、記憶力や集中力を養い、学習へのモチベーションを高める。 

③年齢や性別を問わず気軽に楽しむことができ、コミュニケーションが深まる。 

 ＜登校後、校長室入口のクイズを 
 楽しむ子供たち＞ 



 

みんなで学校をきれいにしよう 

美化担当 

  美化委員会では、常時活動として玄関やホール、階段等を中心に、それ

ぞれが担当場所の清掃を行っています。委員会の時間には、学校をきれ
いにするためにどんな活動をすれば

よいか、アイディアを出し合っていま

す。１学期には、玄関の使い方はどう
かを調べ、みんなにきれいに使うよう

呼びかけました。また、静かに時間い

っぱい清掃活動に取り組もうと呼び
かけるポスター作りにも取り組みまし

た。 

これからも、全校児童が自分たちの
学校を自分たちの力できれいにしよ

うという気持ちを高められるよう、工夫して活動していきたいと思います。 

 
 

「みんなで作り上げる」 

２学年担任 
学習発表会に向けて、２年生は、国語科の学習で学んだレオ・レオニ作

「スイミー」の劇の練習に取り組んでいます。大きな声でゆっくり台詞を言

ったり、台詞に合わせた動きを考えた
りしながら、みんなで試行錯誤しなが

ら劇を作っています。魚の動きを表現

する場面では、動作を工夫しながら演
じ、少しずつ自信をつけている様子が

見られます。練習の合間には「もっとこ

うしたらいいかも！」と意見を出し合
い、みんなで劇を作り上げる喜びを感

じているようです。 

子供たちの協力する姿は、一匹の小さな魚が仲間たちと力を合わせて
大きな魚に立ち向かうスイミーたちの活躍と重なって見えます。みんなで

作り上げる劇「スイミー」にご期待ください。 

 ＜児童玄関の掃除に取り組む子供たち＞ 

 ＜劇の練習に熱心に取り組む子供たち＞ 


